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非
正
社
員
の
雇
用
安
定
化
事
例
①

全
員
無
期
雇
用
化
に
踏
み
切
っ
た

ロ
フ
ト
の
取
り
組
み

　

い
わ
ゆ
る
非
正
社
員
切
り
が
相
次
ぎ
、
改

め
て
正
社
員
と
の
待
遇
格
差
が
指
摘
さ
れ
る

な
か
、
全
員
無
期
雇
用
化
・
高
卒
初
任
給
の

時
間
換
算
以
上
で
処
遇
と
い
う
、
英
断
に
踏

み
切
っ
た
企
業
が
あ
る
。「
全
パ
ー
ト
を
正

社
員
化
、
短
時
間
勤
務
で
も
」―

―

な
ど
の

見
出
し
で
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
、
昨
年
来
注

目
を
集
め
続
け
る
生
活
雑
貨
専
門
店
・
株
式

会
社
ロ
フ
ト
（
概
要
）
だ
。
取
り
組
み
の
背

景
と
詳
細
を
、
人
事
部
人
事
課
長
の
駒
場
信

剛
氏
に
聞
い
た
。

　

―
―

こ
の
間
、
非
正
社
員
を
巧
み
に
活
用

し
、
コ
ス
ト
抑
制
重
視
の
効
率
化
へ
傾
い
て

き
た
小
売
業
界
で
な
ぜ
、
全
員
無
期
雇
用
化

と
い
う
大
胆
な
方
向
転
換
を
図
っ
た
の
か
。

　

無
期
雇
用
化
に
踏
み
切
っ
た
そ
も
そ
も
の

動
機
は
、
契
約
・
パ
ー
ト
等
社
員
の
離
職
率

の
高
さ
と
採
用
逼
迫
に
対
す
る
危
機
感
だ
。

弊
社
は
、
西
武
百
貨
店
か
ら
独
立
分
社
し
た

九
六
年
来
、
店
舗
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
契

約
・
パ
ー
ト
等
社
員
を
中
心
に
据
え
て
出
店

拡
大
を
続
け
、（
正
社
員
約
四
四
〇
人
に
対

し
）
契
約
・
パ
ー
ト
等
社
員
約
三
二
〇
〇
人

を
活
用
（
非
正
社
員
の
頭
数
比
率
で
八
八
％

超
）
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
今
回
の

制
度
改
定
前
ま
で
は
、一
年
度
内
に
（
〇
六
・

〇
七
年
度
の
平
均
像
で
）
一
七
〇
〇
人
（
約

五
三
％
）
の
契
約
（
一
年
更
新
）・
パ
ー
ト
（
同

六
カ
月
）
等
社
員
が
完
全
に
入
れ
代
わ
る
状

況
で
、
文
字
通
り
毎
日
、
新
た
な
求
人
募
集

を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
そ
の
た
め
の
広

告
費
用
（
年
間
三
〇
〇
媒
体
）
も
決
し
て
軽

視
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
）、　

し
か
も

新
規
採
用
後
一
年
未
満
の
退
職
割
合
が
七

五
％
に
の
ぼ
っ
て
い
た
た
め
、
店
舗
で
育
成

す
る
端
か
ら
辞
め
て
ゆ
き
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
で
現
場
が
疲
弊
し
、
生
産
性
も
高
ま
ら

な
い
・
・
と
い
っ
た
混
乱
の
渦
中
に
あ
っ
た
。

な
ぜ
、定
着
し
な
い
の
か―

―
。
契
約
・
パ
ー

ト
等
社
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
離
職
理
由
の
上
位
は
、「
他
社
で
正
社

員
採
用
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
っ
た

か
ら
」「
も
っ
と
時
給

の
高
い
就
職
口
が
見

つ
か
っ
た
か
ら
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、
も
う
一
つ

の
動
機
と
し
て
は
、

増
収
な
が
ら
初
の
減

益
に
転
じ
た
〇
五
年

二
月
期（
〇
四
年
度
）

の
決
算
シ
ョ
ッ
ク
も

あ
っ
た
。
弊
社
は
そ

れ
ま
で
、
順
調
に
営

業
成
績
を
伸
ば
し
拡

大
路
線
を
辿
っ
て
き

た
（
北
海
道
か
ら
広

島
ま
で
Ｆ
Ｃ
を
含
め

二
四
店
舗
を
展
開
）

が
、
売
れ
筋
重
視
の

単
品
管
理
を
追
求
し

た
あ
ま
り
、
気
が
つ

け
ば
「
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
」

ら
し
さ―

―

天
井
裏

非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善

非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善

――
ロ
フ
ト
と
𠮷
野
家
の
ケ
ー
ス

ロ
フ
ト
と
𠮷
野
家
の
ケ
ー
ス――
事例報告

モチベーションアップで効果
ロ フ ト

非正社員も無期雇用化

駒場人事課長

会
社
概
要

会　社　名　　株式会社ロフト（THE LOFT CO.,LTD.）
本社所在地　　東京都渋谷区宇田川町 18 番 2号 
設　　　立　　1996 年 8 月 8日
売　上　高　　2008 年 2 月期 768 億円（総取扱高）  
従　業　員　　3,410 名

就
職
先
が
本
人
の
希
望
と
は
異
な
り
、
非
正
社
員
で
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
多
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
正
規
・
非
正
規

と
い
う
雇
用
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
適
材
適
所
で
処
遇
し
、
正
社
員
と
の
垣
根
を
低
く
し
た
り
、
取
り
払
お
う
と
す
る
企
業
も
出
て
き

て
い
る
。
非
正
社
員
も
無
期
雇
用
化
し
た
ロ
フ
ト
と
正
社
員
登
用
の
機
会
を
大
幅
に
拡
大
し
た
𠮷
野
家
の
事
例
を
見
る
。
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で
た
く
さ
ん
の
ア
イ
テ
ム
（
取
り
扱
い
生
活

雑
貨
は
三
〇
万
ア
イ
テ
ム
以
上
）
の
中
か
ら

掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
る
よ
う
な
感
動
や
、

行
け
ば
楽
し
い
・
ワ
ク
ワ
ク
す
る
何
か
が
発

見
で
き
る
と
い
っ
た
期
待
を
与
え
続
け
る
存

在
感
を
失
い
か
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
。
効
率
性
重
視
の
あ
ま
り
、
レ
ジ
担
当
、

陳
列
（
ラ
ッ
ク
）
担
当
と
完
全
な
単
能
型
分

業
が
進
み
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く

反
映
し
た
品
揃
え
や
、
売
り
場
の
魅
力
を
高

め
る
工
夫
と
い
っ
た
も
の
が
手
薄
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
か
と
い
う
議
論
に
発
展
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
弊
社
と
し
て
は
、
今
後

の
さ
ら
な
る
企
業
成
長
に
は
こ
れ
を
支
え
る

人
材
の
確
保
・
育
成
が
欠
か
せ
な
い
、
そ
の

た
め
に
は
雇
用
区
分
に
よ
る
待
遇
差
を
な
く

し
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を
追
求
す
る
必

要
が
あ
る―

―

と
の
認
識
に
立
ち
至
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
実
現
方
策
こ
そ
が
ご
指
摘
の

無
期
雇
用
（「
ロ
フ
ト
社
員
」）
化
を
含
め
た
、

今
回
の
人
事
制
度
改
定
に
他
な
ら
な
い
。
と

は
い
え
、
と
か
く
正
社
員
化
と
報
じ
ら
れ
た

た
め
、
当
初
は
我
々
が
現
場
で
求
め
る
人
材

と
応
募
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
。

　
〝
正
社
員
化
〞
と
報
道
さ
れ
改
め
て
調
べ

て
分
か
っ
た
が
、
行
政
上
の
定
義
で
も
、
正

社
員
は
長
期
的
な
能
力
形
成
を
前
提
に
す
る

無
期
雇
用
と
い
っ
た
曖
昧
な
も
の
で
し
か
な

く
、
法
令
で
の
取
り
扱
い
も
例
え
ば
被
保
険

者
か
、
労
使
で
定
義
す
る
正
社
員
の
就
業
規

則
に
基
づ
く
か
な
ど
便
宜
上
さ
ま
ざ
ま
。
こ

う
し
た
中
で
、
弊
社
の
ロ
フ
ト
社
員
は
従
来

の
本
社
員
、
契
約
・
パ
ー
ト
等
社
員
と
い
う

対
極
で
み
て
、
い
わ
ば
本
社
員
に
取
り
込
む

と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
社
員
と
契

約
・
パ
ー
ト
等
社
員
を
隔
て
て
い
た
垣
根
を

取
り
払
い
、
い
ず
れ
も
安
定
的
な
勤
務
で
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
機
会
は
平
等
に
あ
る
と

い
っ
た
点
で
み
な
同
じ
と
い
う
、
新
た
な
社

員
概
念
（
全
員
社
員
思
想
）
を
提
起
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　

―
―

御
社
が
人
事
制
度
改
定
を
行
っ
た
〇

八
年
三
月
以
降
、
市
場
の
状
況
は
一
変
し
た

が
、
今
後
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　

昨
秋
以
降
、
景
気
は
一
変
し
た
が
、
弊
社

は
顧
客
の
リ
ピ
ー
ト
利
用
率
が
高
く
、
取
扱

商
品
単
価
も
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
む
し
ろ
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

心
の
満
足
感
を
提
供
し
続
け
ら
れ
れ
ば
先
行

き
は
暗
く
な
い
。
ま
た
、
不
安
定
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
人
材
を
大
切
に
す
る
会
社
ほ
ど
光

り
、
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
惹
き
つ
け
る
。
そ

の
結
果
、
知
恵
を
出
し
、
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
生
産
性
の
高
い
職
場
を
築
い
て
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
る
。

　

―
―

今
回
の
人
事
制
度
改
定
の
概
要
を
教

え
て
欲
し
い
。
ロ
フ
ト
社
員
を
希
望
す
る
場

合
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
採
用
さ
れ
、
ど

う
処
遇
さ
れ
る
の
か
。

　

弊
社
に
は
こ
れ
ま
で
も
、パ
ー
ト
社
員（
六

カ
月
更
新
）
か
ら
契
約
社
員
（
一
年
更
新
、

リ
ー
ダ
ー（
注
１
））
を
経
て
、
直
属
上
司
や

人
事
部
、
役
員
等
に
よ
る
総
合
判
断
で
正
社

員
（
本
社
員
・
無
期
雇
用
）
と
い
う
、
非
公

示
な
が
ら
登
用
の
仕
組
み
（
新
卒
採
用
が
な

か
っ
た
た
め
）
は
存
在
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
パ
ー
ト
、
契
約
社
員
の
職
務
レ
ベ
ル
間

は
乖
離
が
大
き
く
、
ま
た
契
約
社
員
か
ら
本

社
員
へ
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
将
来
展
望
が
見

え
に
く
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
深

刻
な
人
材
流
出
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
今
回
の
人
事
制
度
改
定
で
は
、
従
来
の

パ
ー
ト
社
員
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
ス
テ
ッ
プ

１
・
２
の
三
段
階
）
か
ら
、契
約
社
員
（
リ
ー

ダ
ー
）
ま
で
の
資
格
体
系
を
一
本
化
し
、
グ

レ
ー
ド
Ⅰ
①
か
ら
リ
ー
ダ
ー
②
ま
で
一
〇
段

階
に
細
分
化
し
た
昇
格
・
昇
給
段
階
で
つ
な

げ
た
上
で
、
週
二
〇
時
間
以
上（
注
２
）
働
け

れ
ば
無
期
雇
用
化
（
定
年
は
現
行
六
〇
歳
・

六
五
歳
ま
で
再
雇
用
）
す
る
と
し
、
ど
ん
ど

ん
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
人
、
あ
る
い
は
一

定
レ
ベ
ル
ま
で
の
職
務
で
習
熟
度
を
高
め
た

い
人
な
ど
、
多
様
な
価
値
観
・
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
応
じ
、
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
働

い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
（
図
１
）。

　

ロ
フ
ト
社
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、
店

舗
ご
と
に
応
募
を
受
け
付
け
六
カ
月
有
期
で

雇
用
契
約
し
、
入
社
式
（
全
国
二
カ
所
で
開

催
）・
入
社
時
研
修
（
ロ
フ
ト
社
員
と
し
て

の
意
識
づ
け
）
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
そ
の

後
は
店
舗
に
戻
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
に
基
づ
き
五
・
五
カ
月
間
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
訓
練
（
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
）。
そ
の
上

で
こ
の
間
の
人
事
考
課（
能
力
・
適
性
評
価
）

を
行
い
、
勤
怠
状
況
（
仕
事
ぶ
り
、
勤
務
態

度
等
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
採
用
可
否
を
判
断

す
る
。
可
と
な
れ
ば（
注
３
）、
業
務
の
習
得

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
グ
レ
ー
ド
へ
本
格
付
け
し
、

ロフト社員体系図１

現状の週 40h 勤務から週 32h ～ 40h の時間選択

本
社
員

契
約
社
員

リ
ー
ダ
ー

ラ
ッ
ク
レ
ジ
等

パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員

ロ
フ
ト
社
員

Ⅳ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ
①
②

大型業態館長 室長

部長

専門スタッフ

専門スタッフ

専門スタッフ

大型業態次長

主任 販売ＭＧ

ＣＬ店長

課長（営業管理） 中型業態店長 バイヤー

バイヤー ユニットエディター

ユニットエディター

ＣＬエディター

バイヤー中型業態次長

ミニロフト店長

課長（領域）

係長（営業管理）

リーダー リーダー

グレードⅢ

グレードⅡ

グレードⅠ

旧体系 新体系

STEP2
STEP1

アシスタント １
２

１
２

１
２

１
２
３
４

職
務
給

職
能
資
格
給

ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
等

一
般
職

リ
ー
ダ
ー
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無
期
雇
用
（
店
舗
採
用
に
位
置
づ
け
。
週
二

〇
〜
四
〇
時
間
勤
務
の
範
囲
で
個
別
契
約
）

へ
移
行
。
採
用
後
は
原
則
、
応
募
店
舗
の
売

り
場
担
当
（
ラ
ッ
ク
・
レ
ジ
係
で
「
フ
ロ
ン

ト
」
と
呼
称
）
と
し
て
、
品
出
し
や
陳
列
、

接
客
・
販
売
や
在
庫
管
理
と
い
っ
た
一
連
の

職
務
実
績
を
積
み
上
げ
て
ゆ
く
。

　

そ
の
習
熟
度
合
い
を
み
る
評
価（
注
４
）
は

半
期
に
一
度
行
わ
れ
、
結
果
は
昇
給
・
昇
格

に
反
映
す
る
。
そ
の
結
果
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
以

上
に
昇
格
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
本
社
契
約

の
位
置
づ
け
に
切
り
替
わ
る
（
グ
レ
ー
ド
Ⅲ

以
上
か
ら
中
核
人
材
候
補
の
位
置
づ
け
に
な

る
た
め
）。
さ
ら
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
フ
ロ

ン
ト
を
束
ね
る
「
リ
ー
ダ
ー
」（
一
フ
ロ
ア
に

三
〜
四
人
・
一
店
舗
で
二
〇
人
程
度
）
へ
任

用
さ
れ
れ
ば
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
②
か
ら
リ
ー

ダ
ー
資
格
へ
格
付
け
と
な
る
。
一
方
、
必
ず

し
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
の
で
は
な

く
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
た
い
層
も
厚
み
を
増
し
て
い
る
た
め
、
あ

く
ま
で
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
上
で
習
熟
し
て
い
け
る

複
線
型
処
遇
と
し
て
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
の
③
④

も
用
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一

連
の
整
備
に
よ
り
、
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
か
ら
リ
ー

ダ
ー
へ
の
昇
格
ま
で
、
週
三
二
時
間
以
上
で

あ
れ
ば
契
約
時
間
に
影
響
さ
れ
な
い
公
平
な

昇
格
・
昇
給
機
会
を
担
保
し
た
。

　

処
遇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
旧
・
パ
ー

ト
社
員
の
ス
テ
ッ
プ
２
で
よ
う
や
く
九
五
〇

円
だ
っ
た
も
の
を
、
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
①
で
九
六

〇
円
と
し
、
時
給
（
職
能
資
格
給
）
の
最
低

を
高
卒
初
任
給
の
時
間
換
算
以
上
に
引
き
上

げ
た
。
さ
ら
に
、
グ
レ
ー
ド
Ⅱ
②
で
短
大
卒

相
当
の
一
〇
五
〇
円
、
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
②
で
大

卒
相
当
の
一
一
六
〇
円
、
最
高
の
グ
レ
ー
ド

Ⅲ
④
は
一
二
〇
〇
円―

―

に
設
定
。
従
来
、

時
間
給
の
設
定
は
店
舗
毎
に
行
っ
て
き
た
が
、

改
定
に
当
た
っ
て
は
高
卒
初
任
給
を
相
場
観

と
し
、
生
活
実
感
と
な
る
民
間
家
賃
や
消
費

者
物
価
指
数
を
加
味
し
て
全
国
を
四
ブ
ロ
ッ

ク
（
エ
リ
ア
Ⅰ
〜
Ⅳ
）
に
区
分
し
た
。（
い

わ
ば
企
業
内
最
賃
を
）
高
卒
初
任
給
水
準
へ

引
き
上
げ
た
の
は
、
弊
社
の
採
用
が
そ
も
そ

も
高
卒
相
当
以
上
（
高
卒
資
格
以
上
で
は
な

く
実
質
的
に
一
八
歳
以
上
の
意
味
）
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
旧
・
本
社
員
と
の
時
間
換
算
で
同

一
労
働
・
同
一
賃
金
を
追
求
し
た
結
果
で
あ

る
。

　

賞
与
に
つ
い
て
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
責

任
が
課
せ
ら
れ
て
く
る
リ
ー
ダ
ー
以
上
に

限
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
・
Ⅱ
に
は
奨
励
手
当
、グ
レ
ー

ド
Ⅲ
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
年
二
回
、
賞

与
支
給
日
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
支
給
す
る

こ
と
に
し
た
。
奨
励
手
当
は
、
勤
務
の
具
体

的
な
状
況
（
繁
忙
日
・
時
間
帯
へ
の
協
力
）

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
へ
の
貢
献
を
ポ
イ
ン
ト
で

加
味
し
、
最
高
三
万
円
を
支
給
。
一
方
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
所
属
店
舗
の
半
期
業
績

（
予
算
達
成
可
否
等
）
に
応
じ
て
最
高
九
万

円
を
支
給
す
る
。

　

福
利
厚
生
面
も
改
定
し
、
例
え
ば
弊
社
が

加
盟
す
る
共
済
会
は
、
全
て
の
ロ
フ
ト
社
員

が
加
入
で
き
、
出
産
・
入
学
祝
い
金
や
弔
慰

金
等
に
つ
い
て
も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
利
用
者
か
ら
も
好
評
で
あ
る
）。
一
方
、

退
職
金
（
〇
四
年
度
か
ら
確
定
拠
出
年
金
に

切
り
替
え
）
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
適
用

し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
代
替
給
付
な
ど
の

手
法
も
視
野
に
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

―
―

週
三
二
時
間
以
上
の
短
時
間
勤
務
か

ら
、
リ
ー
ダ
ー
の
上
位
に
あ
る
売
り
場
主
任
、

係
長
、
店
長
あ
る
い
は
本
部
管
理
職
ま
で
、

い
わ
ゆ
る
旧
・
本
社
員
の
役
職
へ
の
昇
進
も

可
能
と
い
う
の
は
画
期
的
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
狙
い
が
あ
る
か
。
ま
た
、
旧
・
本
社
員
の

中
で
育
児
・
介
護
等
に
よ
り
短
時
間
勤
務
す

る
人
と
の
整
合
性
に
は
配
慮
し
て
い
る
か
。

　

ロ
フ
ト
社
員
制
度
は
、
弊
社
側
が
職
務
と

働
き
方
の
対
応
（
連
動
）
を
決
め
る
の
で
は

な
く
、
職
務
に
依
ら
ず
働
き
方
を
個
別
に
契

約
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
志
向
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
多
様
化
す
る
労
働
者
ニ
ー
ズ
や

個
人
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
等
を
尊

重
し
、
旧
・
本
社
員
で
は
硬
直
的
だ
っ
た
フ

ル
タ
イ
ム
（
週
四
〇
時
間
）
勤
務
と
い
う
要

件
も
取
り
払
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
場
合

で
も
許
容
で
き
る
の
は
週
当
た
り
で
一
日
少

な
い
四
日
（
週
三
二
時
間
）
勤
務
と
か
、
一

日
当
た
り
一
時
間
程
度
少
な
い
週
三
五
時
間

勤
務
等
で
は
な
い
か
・
・
と
い
う
こ
と
で
、

少
な
く
と
も
週
三
二
時
間
以
上
の
要
件
は
残

し
た
経
緯
が
あ
る
。
昨
年
三
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
制
度
だ
け
に
、
現
在
は
ま
だ
グ
レ
ー
ド

Ⅰ
に
一
三
〇
〇
人
、
Ⅱ
に
一
一
〇
〇
人
、
Ⅲ

に
一
五
〇
人
、
リ
ー
ダ
ー
に
三
四
〇
人
が
配

置
さ
れ
て
い
る
状
況
。
こ
こ
か
ら
の
昇
格
・

昇
進
で
係
長
や
主
任
が
ど
う
登
場
し
て
く
る

か
は
分
か
ら
な
い
が
推
移
を
見
守
り
た
い
。

　

一
方
、
弊
社
で
は
旧
・
本
社
員
の
育
児
・

介
護
等
に
伴
う
短
時
間
勤
務
で
も
、
一
時
的

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
対
応
と

し
て
の
「
時
短
勤
務
」
と
、
根
本
的
な
「
契

約
時
間
の
変
更
」
の
い
ず
れ
か
で
の
対
応
を

本
人
選
択
の
下
で
行
っ
て
い
る
。

　

―
―

一
般
的
に
、
長
期
活
用
が
前
提
で
も
、

あ
え
て
有
期
契
約
の
更
新
を
繰
り
返
す
理
由

は
、
緊
張
感
を
持
た
せ
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
を
防
止
す
る
だ
け
で

な
く
、
万
一
店
舗
閉
鎖
等
に
追
い
込

ま
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
た
め

と
聞
く
。
今
回
、
と
り
わ
け
グ
レ
ー

ド
Ⅰ
・
Ⅱ
の
店
舗
限
定
で
無
期
雇
用

化
に
踏
み
切
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ

う
し
た
懸
念
を
ど
う
払
拭
し
た
か
。

　

ロ
フ
ト
社
員
制
度
は
、
グ
レ
ー
ド

の
降
格
・
降
給
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
得

る
よ
う
設
計
し
て
い
る（
注
４
）。
そ

の
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン

を
起
こ
す
よ
う
な
人
は
自
ら
離
脱
し

て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
一
方
で
店
舗
閉
鎖
等
に
当
た
り
、

異
動
し
て
も
ら
え
れ
ば
雇
用
を
維
持

で
き
る
と
申
し
上
げ
て
も
、
仮
に
了

承
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
旧
・
本

社
員
が
退
職
し
て
き
た
よ
う
な
場
合

と
全
く
同
じ
こ
と
だ
。

応募者の変化 採用倍率　1.25 倍　⇒　2.64 倍

フルタイム社員　22.7％　⇒　52.6％

退職率　25.4％　⇒　11.3％退職率の改善

意識の変化 ステップアップ志向・チャレンジ志向　25％　⇒　35％

従業員満足度UP 働くことの満足度　48％　⇒　58％

長期勤務希望者増加 ５年以上希望者　28％　⇒　40％

フルタイム社員増加

図２　制度導入後のロフト社員の状況変化
０
８
年
３
月
〜
７
月

就
労
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
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―
―

制
度
改
定
後
一
年
を
経
て
、
ロ
フ
ト

社
員
化
の
効
果
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
職
務
分
担
や
指
示
・
判
断
系
統

の
あ
り
方
な
ど
、
現
場
レ
ベ
ル
に
何
か
具
体

的
な
変
化
は
あ
る
か
。

　

目
に
見
え
る
効
果
と
し
て
は
、
旧
・
契
約
・

パ
ー
ト
等
社
員
の
退
職
が
半
減
し
、
一
方
で

求
人
応
募
者
が
格
段
に
増
え
た
。
ま
た
、
新

た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
直
前
の
た
め
、

手
元
に
は
昨
年
六
月
時
点
で
の
効
果
を
み
た

も
の
し
か
な
い
（
図
２
）
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
旧
契
約
・
パ
ー
ト
等
社
員
の
う
ち
、
制

度
改
定
前
後
で
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
望
む

者
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
（
三
五
％
へ
）、

弊
社
で
働
く
こ
と
の
満
足
度
は
一
〇
ポ
イ
ン

ト
ア
ッ
プ
（
五
八
％
へ
）
と
な
っ
て
お
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
効
果
は
非
常
に
高

い
と
感
じ
て
い
る
。
と
く
に
企
業
満
足
度
は
、

大
規
模
企
業
の
平
均
像
（
三
〜
四
割
）
と
比

較
し
て
も
、
有
意
に
良
好
な
状
態
だ
そ
う
だ
。

　

と
は
い
え
、
制
度
改
定
が
現
場
の
職
務
分

担
等
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
ま
だ
一
年

も
経
た
な
い
中
で
は
さ
す
が
に
未
だ
実
感
で

き
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
先

述
し
た
よ
う
な
分
業
体
制
か
ら
脱
し
、
誰
も

が
複
合
的
・
有
機
的
に
業
務
に
精
通
し
た
人

材
に
な
れ
る
よ
う
、
教
育
訓
練
の
再
構
築
も

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
、
今

後
の
変
化
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

　

―
―

御
社
は
〇
六
年
度
か
ら
、
プ
ロ
パ
ー

の
新
卒
採
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新
制
度

の
中
で
の
新
卒
採
用
の
位
置
づ
け
と
、
今
後

こ
れ
ら
を
ど
う
使
い
分
け
る
か
の
人
材
活
用

方
針
を
教
え
て
欲
し
い
。

　

新
卒
採
用
は
こ
の
間
、
〇
七
年
度
に
二
〇

人
、
〇
八
年
度
に
三
四
人
の
実
績
が
あ
り
、

〇
九
年
度
は
四
月
入
社
で
一
九
人
を
予
定
し

て
い
る
。
新
卒
採
用
開
始
後
に
、
制
度
改
定

が
行
わ
れ
た
た
め
、
新
卒
採
用
者
は
Ｔ
資
格

と
し
て
グ
レ
ー
ド
Ⅲ
②
相
当
の
別
枠
に
位
置

づ
け
て
お
り
、
そ
の
後
は
リ
ー
ダ
ー
昇
格
時

か
ら
こ
れ
に
合
流
す
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
新
卒
採
用
は
一
万
人
の
エ
ン

ト
リ
ー
か
ら
十
数
人
を
選
り
す
ぐ
る
狭
き
門

の
た
め
、
集
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
対
象
（
Ｔ
資

格
）
に
す
る
こ
と
で
、（
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
か
ら
入

る
と
リ
ー
ダ
ー
ま
で
の
平
均
到
達
期
間
は
五

年
程
度
で
あ
る
と
こ
ろ
一
〜
二
年
で
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
る
よ
う
）、
よ
り
早
い
昇
進
を

可
能
に
し
た
。
な
ぜ
あ
え
て
新
卒
採
用
も
行

う
必
要
が
あ
る
の
か
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
が
、

叩
き
上
げ
ば
か
り
で
も
視
野
が
狭
く
な
る
た

め
、
多
様
な
視
点
の
取
り
込
み
も
必
要
だ
ろ

う
し
、
ま
た
労
務
（
年
齢
）
構
成
に
も
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

注
１
：
リ
ー
ダ
ー
は
増
収
減
益
決
算
を
踏
ま
え
、
売
り
場

強
化
の
た
め
〇
五
年
三
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
大
規
模
店

舗
（
約
二
〇
〇
人
）
で
は
文
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
い
っ
た

分
野
毎
に
フ
ロ
ア
が
構
成
さ
れ
、こ
れ
を
管
理
す
る
係
長
・

主
任
を
配
置
。
そ
の
中
に
は
さ
ら
に
細
分
化
し
た
ユ
ニ
ッ

ト
（
文
具
の
場
合
は
筆
記
用
具
、
手
帳
等
）
が
あ
り
、
こ

の
範
囲
の
品
揃
え
具
申
や
在
庫
管
理
等
を
リ
ー
ダ
ー
（
約

三
〇
人
程
度
）
に
委
ね
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ

ラ
ッ
ク
内
の
陳
列
・
補
充
あ
る
い
は
接
客
・
レ
ジ
業
務
を

行
う
ス
タ
ッ
フ
（
約
一
五
〇
人
程
度
）
が
働
い
て
い
る
。

注
２
：
週
二
〇
時
間
未
満
は
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
中
心
で
、

「
ア
シ
ス
ト
社
員
」（
年
末
繁
忙
期
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

二
カ
月
・
六
カ
月
更
新
）
に
区
分
し
て
い
る
。

注
３
：
不
可
の
場
合
は
、
六
カ
月
で
契
約
満
了
に
な
る
。

注
４
：
経
験
（
遂
行
能
力
＋
業
務
知
識
）、
姿
勢
（
責
任

感
＋
積
極
性
）、
態
度
（
協
調
性
＋
ル
ー
ル
遵
守
）―

―

を
直
属
上
司
（
一
次
）
と
そ
の
上
長
（
二
次
）
が
各
五
点

満
点
で
ポ
イ
ン
ト
評
価
す
る
。
評
価
ウ
ェ
ー
ト
は
Ｇ
Ⅰ
で

二
〇
％
・
四
〇
％
・
四
〇
％
、
Ｇ
Ⅱ
で
五
〇
％
・
二
五
％
・

二
五
％
、
Ｇ
Ⅲ
で
六
〇
％
、
二
〇
％
、
二
〇
％
。
そ
の
合

計
点
が
一
二
〜
一
五
点
の
場
合
は
グ
レ
ー
ド
・
バ
ン
ド
昇

格
、
八
〜
一
一
点
の
場
合
は
維
持
、
七
点
以
下
の
場
合
は

降
格
。
な
お
、
グ
レ
ー
ド
Ⅰ
は
半
期
、
グ
レ
ー
ド
Ⅱ
〜
Ⅲ

は
過
去
二
期
の
総
合
評
価
を
も
っ
て
グ
レ
ー
ド
・
バ
ン
ド

を
変
更
す
る
。
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　久保田滋ほか編著『再帰的近代の政治社会学』 舩橋晴俊
　木下武男『格差社会にいどむユニオン』 五十嵐仁
社会・労働関係文献月録 法政大学大原社会問題研究所
OISR. ORGの窓［９］
月例研究会
所　報　2008年12月
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区
分
を
新
設
し
、
驚
く
こ
と
に
随
時
、
登
用

機
会
を
開
い
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
そ
れ
が

創
業
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
、「
う
ま
い
、
や
す

い
、
は
や
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
牛
丼
ビ
ジ

ネ
ス
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
と
し
て
着
実
に

成
長
し
て
き
た
、株
式
会
社
𠮷
野
家（
概
要
）

だ
。

　

旧
・
𠮷
野
家
Ｄ
＆
Ｃ
か
ら
〇
七
年
一
〇
月
、

純
粋
持
株
会
社
・
𠮷
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
と
傘
下
一
六
子
会
社
の
連
結
経
営
へ
移
行

す
る
の
に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
の
中
核
と
し
て

国
内
𠮷
野
家
事
業
を
引
き
継
ぎ
発
足
（
新
設

分
割
）
し
た
同
社
。
外
食
産
業
の
枠
を
超
え

た
、
さ
ら
な
る
成
長
と
変
革（
注
１
）
を
担
う

人
材
を
着
実
に
育
成
・
確
保
す
る
た
め
の
、

雇
用
の
複
線
化
方
策
と
し
て
〇
七
年
九
月
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
有
期
契
約
社
員

（「
キ
ャ
ス
ト
社
員
」
と
呼
称
）
の
う
ち
、

と
く
に
子
育
て
を
終
え
た
三
〇
〜
四
〇
代
主

婦
や
二
〇
代
後
半
〜
三
〇
代
フ
リ
ー
タ
ー
等

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
、
正
社
員
登
用
制
度

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
（
図
）。

　

同
社
が
導
入
（
キ
ャ
ス
ト
社
員
就
業
規
則

に
規
定
）
し
た
正
社
員
登
用
制
度
は
、
キ
ャ

ス
ト
・
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｒ

Ｓ
、
図
注
参
照
）
で
上
級
レ
ベ
ル
（
休
日
代

行
以
上
）
に
達
し
た
キ
ャ
ス
ト
社
員
の
中
か

ら
、
本
人
が
希
望
し
か
つ
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
、
エ
リ
ア
社
員
と
い
う
勤
務
地

限
定
・
店
長
職
限
定
で
新
設
し
た
正
社
員
枠

へ
登
用
す
る
も
の
。
エ
リ
ア
社
員
の
構
築
に

当
た
っ
て
は
、
キ
ャ
ス
ト
社
員
に
店
長
代
行

を
任
せ
る
制
度（
注
２
、
〇
七
年
八
月
末
を

も
っ
て
廃
止
）
で
生
じ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
消
で
き
る
よ
う
配
慮
。
ま
た
、
事

業
部
制
・
執
行
役
員
制
へ
移
行
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
全
国
転
居
転
勤
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社

員
（
＝
こ
れ
ま
で
唯
一
の
正
社
員
区
分
）
と

は
異
な
る
、
地
域
密
着
型
の
戦
略
人
材
と
し

て
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の
募
集
・

採
用
（
登
用
）
権
限
を
全
国
四
事
業
部
そ
れ

ぞ
れ
に
委
譲
し
た
。

　

選
考
に
当
た
り
、
候
補
者
に
は
ま
ず
、
直

属
店
長
の
推
薦
を
得
る
な
ど
し
て
、
機
会
損

失
に
な
ら
ぬ
よ
う
毎
月
、
全
国
（
埼
玉
、
名

古
屋
、
大
阪
、
仙
台
等
の
各
拠
点
）
で
開
催

さ
れ
て
い
る
社
員
説
明
会
に
参
加
し
、
意
志

表
示
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
し
て
も
ら
う
。
そ
の

後
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
性
や
個
人
特
性
を
分

析
す
る
適
性
検
査
を
受
け
て
も
ら
い
、
そ
の

結
果
を
交
え
な
が
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
一
〇
店
舗
程
度
を
統
括
す
る
役
職
者
）
と

面
談
。
店
長
に
就
く
た
め
に
必
要
な
二
〇
評

価
項
目
で
構
成
す
る
業
務
ス
キ
ル
の
中
か
ら
、

当
人
に
不
足
し
て
い
る
課
題
を
設
定
し
て
も

ら
い
、
店
長
基
礎
ス
キ
ル
教
育（
注
３
）
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
そ
こ
で
全
評
価
項
目
に
わ
た

り
Ｂ
以
上
に
な
る
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

み
、
ま
た
、
基
礎
的
な
計
算
能
力
や
学
力
等

を
み
る
能
力
試
験
を
終
え
る
と
、
今
度
は
営

業
部
長
（
八
〇
店
舗
程
度
を
統
括
）、
事
業

部
長
（
各
事
業
部
単
位
を
統
括
）
と
面
談
。

意
欲
、
人
間
性
、
実
務
能
力
等
の
最
終
的
な

見
極
め
を
行
う
。
そ
れ
ら
に
合
格
す
る
と
、

晴
れ
て
店
長
配
属
＝
エ
リ
ア
社
員
へ
登
用
。

一
方
で
不
合
格
の
場
合
は
、
キ
ャ
ス
ト
社
員

の
休
日
代
行
へ
戻
っ
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

な
お
、
店
長
基
礎
ス
キ
ル
教
育
後
、
営
業

部
長
・
事
業
部
長
に
よ
る
一
・
二
次
面
接
の

前
段
階
で
、
本
人
に
エ
リ
ア
社
員
に
な
る
こ

と
へ
の
不
安
・
た
め
ら
い
が
あ
る
場
合
や
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
の
対
処
法
と
し
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
キ
ャ

ス
ト
と
い
う
見
習
い
店
長
制
度
も
設
け
ら
れ

て
い
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
実
際
に
店
長
業

務
に
耐
え
得
る
か

の
不
安
を
払
拭
す

べ
く
、
ま
た
、
同

社
に
と
っ
て
も
登

用
直
後
か
ら
店
長

と
し
て
や
っ
て
い

け
る
か
の
確
認
の

た
め
、
一
〜
三
カ

月
間
試
行
す
る
。

終
了
後
、
や
は
り

エ
リ
ア
社
員
へ
の

登
用
を
希
望
す
る

場
合
は
面
接
へ
進

み
、
一
方
で
希
望

を
取
り
下
げ
る
場

合
は
、
キ
ャ
ス
ト

社
員
の
休
日
代
行

ラ
ン
ク
か
ら
働
き

続
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

エ
リ
ア
社
員
へ

の
登
用
後
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
員
と

共
通
の
職
務
等
級
制
度
上
に
乗
り
入
れ
る
た

め
、
店
長
（
Ｊ
２
職
）
に
就
い
て
い
る
限
り
、

同
年
齢
の
エ
リ
ア
社
員
と
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員

間
で
、
基
本
給
水
準
差
は
ま
っ
た
く
な
い
。

ま
た
、
エ
リ
ア
社
員
に
な
る
と
業
績
賞
与
が

付
き
、
評
価
結
果
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
成
績

に
応
じ
Ｓ
二
〇
〇
％
〜
Ｄ
〇
％
）
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
旧
・
キ
ャ
ス
ト
店

長
当
時
に
比
べ
る
と
、
年
収
で
二
〇
〇
万
程

度
大
幅
ア
ッ
プ
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。

　

キ
ャ
ス
ト
店
長
制
度
の
運
用
時
に
比
べ
か

な
り
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
る
が
、旧
・
キ
ャ

ス
ト
店
長
区
分
を
再
構
築
し
、
職
務
と
処
遇

の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
に
は
不
可

欠
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
地
方
の
ス
ー
パ
ー

𠮷 野 家

地域限定の正社員区分を
設定し、毎月登用のチャンス

非
正
社
員
の
雇
用
安
定
化
事
例
②

勤
務
地
限
定
の
正
社
員
区
分
を
設

置
し
て
登
用
機
会
を
毎
月
開
く
、

𠮷
野
家
の
取
り
組
み

　

非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
が

あ
っ
て
も
狭
き
門
で
、
年
一
回
の
募
集
に
年

齢
制
限
も
あ
り
、
最
大
の
難
関
で
あ
る
上
長

推
薦
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い―

―

。
そ
ん

な
企
業
も
多
い
中
、
勤
務
地
限
定
の
正
社
員

会
社
概
要

社　　　名　　株式会社𠮷野家 （英文名：YOSHINOYA Co., Ltd.）
所　在　地　　東京都新宿区新宿 4-3-17　ダヴィンチ新宿ビル
設　　　立　　2007 年 10 月 1日
資　本　金　　200 百万円
従 業 員 数　　社員数／ 1,202 名
パート社員数　　（7.5 時間換算）／ 6,922 名
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や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で
同
じ
労
働

時
間
働
い
た
と
し
て
も
到
底
及
ば
な
い
よ
う

な
年
収
水
準
を
戦
略
的
に
確
保
す
る
（
既
成

概
念
を
打
ち
破
る
）
こ
と
で
、
責
任
と
や
り

甲
斐
を
持
ち
、
是
非
と
も
同
社
で
活
躍
し
て

欲
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
っ
て
い

る
。
登
用
者
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員
と
の

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、

公
平
感
が
高
い
と
好
評
で
あ
る
。

　

一
方
、
人
間
性
を
武
器
に
地
域
に
根
差
し

て
活
躍
す
る
店
長
像
の
確
立
に
よ
り
、
店
舗

運
営
の
活
性
化
や
店
長
職
全
体
の
底
上
げ
が

図
れ
る
こ
と
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
エ
リ

ア
内
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
専
念
で
き

る
こ
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
員
の
み
の

活
用
で
は
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
引
越

費
用
や
社
宅
料
等

の
負
担
が
軽
減
で

き
る
こ
と―
―

等

か
ら
、
売
上
高
の

増
大
や
コ
ス
ト
吸

収
も
展
望
し
て
い

る
。

　

当
初
は
、
実
質

的
に
店
長
業
務
を

こ
な
し
て
き
た

キ
ャ
ス
ト
店
長
か

ら
同
枠
へ
移
行
さ

せ
る
た
め
、
全
希

望
者
一
六
六
人
を

一
気
に
登
用
し
た

経
緯
が
あ
る
が
、

そ
の
後
は
月
平
均

一
〇
人
の
ペ
ー
ス

で
登
用
し
、
現
在

ま
で
の
累
積
は
二

二
九
人
と
な
っ
て

い
る
。

　

正
社
員
か
キ
ャ

ス
ト
社
員
か
に
依

ら
ず
、
人
材
重
点

主
義
を
掲
げ
積
極

的
な
育
成
を
推
奨

し
て
き
た
同
社
は
、「
新
卒
採
用
で
あ
っ
て
も

学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
勤
務
で
𠮷
野
家
文

化
に
共
鳴
し
た
、
キ
ャ
ス
ト
社
員
が
多
い
」

（
藤
城
幹
郎
・
人
事
総
務
本
部
労
務
課
長
）

た
め
、
実
質
的
に
正
社
員
登
用
と
異
な
ら
な

い
よ
う
な
人
材
活
用
を
行
っ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
八
年
以
上
の
勤
務
で
一
通
り

の
教
育
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員
へ
の
採
用
・
登
用
は
、

そ
の
対
象
が
ど
う
し
て
も
二
〇
代
半
ば
ま
で

に
限
ら
れ
る
た
め
、
結
果
的
に
同
社
で
い
く

ら
貢
献
し
よ
う
と
も
、
正
社
員
に
は
な
り
得

な
い
人
材
が
多
数
存
在
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
を
起
こ
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
今
回
、
地
域
・
職
種
限
定

の
エ
リ
ア
社
員
区
分
を
新
設
し
た
こ
と
で
、

登
用
者
の
最
高
齢
が
一
気
に
五
八
歳
ま
で
高

ま
る
な
ど
、
同
社
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
人

材
を
余
さ
ず
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
ま
す
ま
す
労
働
力
人
口
不
足
が
深
刻
に

な
る
中
、
依
然
と
し
て
高
い
就
労
ニ
ー
ズ
が

予
想
さ
れ
る
、
と
り
わ
け
子
育
て
後
の
三
〇

〜
四
〇
代
主
婦
層
や
二
〇
代
後
半
〜
三
〇
代

の
フ
リ
ー
タ
ー
男
性
等
を
、
地
域
・
職
種
限

定
に
相
応
し
い
処
遇
で
採
用
す
る
こ
と
で
、

他
社
よ
り
優
位
に
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
、

早
期
に
確
立
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い

と
同
社
は
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
に
と
っ
て
同
対
象
が
持
つ
資

質
を
、
正
社
員
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
小
さ
く
な
い
。
地
域
に
深
く
根
付

い
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ス
ト
社
員
の
募
集
・

採
用
に
は
事
欠
か
ず
、
ま
た
、
人
づ
て
の
情

報
で
ユ
ニ
ー
ク
な
営
業
活
動
を
展
開
で
き
る

エ
リ
ア
社
員
主
婦
等
の
存
在
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
員
店
長
に
も
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い

る
。加
え
て
、定
着
志
向
が
強
く
地
元
で
キ
ャ

リ
ア
を
終
え
る
の
も
苦
に
し
な
い
エ
リ
ア
社

員
の
存
在
は
、
外
食
業
界
で
と
り
わ
け
悩
ま

し
い
ポ
ス
ト
不
足
の
問
題
に
貢
献
す
る
効
果

も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員
と
エ

リ
ア
社
員
の
構
成
比
は
八
対
二
だ
が
、
同
社

は
今
後
、
こ
れ
を
半
々
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
で

エ
リ
ア
社
員
を
増
や
し
て
ゆ
き
た
い
と
話
す
。

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

注
１
：
二
〇
一
〇
年
度
の
営
業
収
入
で
一
〇
四
〇
億
円
の

達
成
に
向
け
、
損
益
分
岐
点
を
抑
え
た
店
舗
モ
デ
ル
を
開

発
し
、
競
合
的
な
出
店
を
加
速
（
一
三
四
〇
店
舗
へ
）
す

る
と
と
も
に
、
既
存
店
に
つ
い
て
は
女
性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
の
新
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
テ
ー
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
や
、

運
営
効
率
の
高
い
牛
丼
専
売
等
へ
の
棲
み
分
け
を
図
る
と

い
っ
た
、
新
た
な
中
期
経
営
計
画
を
遂
行
す
る
過
程
に
あ

る
。

注
２
：
同
社
は
こ
れ
ま
で
、
有
能
な
キ
ャ
ス
ト
社
員
に
実

質
的
な
店
長
代
行
を
任
せ
る
、
キ
ャ
ス
ト
店
長
制
度
を
採

用
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
店

舗
運
営
の
指
導
下
で
、
週
四
日
・
三
〇
時
間
を
基
本
に
正

社
員
・
Ｊ
２
店
長
に
課
せ
ら
れ
る
業
務
項
目
の
約
八
割
を

担
っ
て
も
ら
う
も
の
。
そ
の
処
遇
は
、
一
九
二
〇
時
間
換

算
で
正
社
員
・
Ｊ
２
店
長
の
年
収
の
八
割
程
度
に
な
る
よ

う
、
キ
ャ
ス
ト
店
長
手
当
と
し
て
時
給
二
〇
〇
円
を
上
積

み
し
、
最
高
時
給
一
三
五
〇
円
で
処
遇
し
て
い
た
。
実
際

に
は
キ
ャ
ス
ト
店
長
に
課
せ
ら
れ
た
業
務
範
囲
を
超
え
事

実
上
、
正
社
員
・
Ｊ
２
店
長
と
遜
色
な
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
・
意
欲
を
発
揮
す
る
人
や
、
労
務
管
理
上
グ
ロ
ー
バ

ル
社
員
が
優
先
さ
れ
る
た
め
に
結
果
的
に
長
時
間
勤
務
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
人
な
ど
、
処
遇
と
釣
り
合
わ
な
い
状
況

が
発
生
。
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
か
ら
は
、
正
式
な
店
長
と
し

て
も
っ
と
仕
事
を
任
せ
て
欲
し
い
・
よ
り
多
く
の
収
入
を

稼
ぎ
た
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
同
社
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導
を
必
要
と
せ
ず
、

店
長
が
自
力
で
行
う
べ
き
職
務
内
容
と
、
必
要
最
低
限
の

労
働
時
間
・
ス
キ
ル
等
を
精
査
・
明
確
化
。
そ
の
上
で
キ
ャ

ス
ト
社
員
か
ら
店
長
に
続
く
、
体
系
的
な
育
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
再
構
築
し
た
。

注
３
：
登
用
直
後
か
ら
基
礎
的
な
店
長
業
務
を
自
力
で
行

え
る
よ
う
、
最
低
限
必
要
な
知
識
、
技
能
を
習
得
さ
せ
る

（
登
用
後
に
行
わ
れ
る
エ
リ
ア
社
員
定
型
基
礎
訓
練
の
う

ち
、
三
割
程
度
を
先
取
り
す
る
）
も
の
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
Ｏ
ｆ
ｆ-

Ｊ
Ｔ
研
修
、
及
び
Ｃ
Ｒ
Ｓ
に
則
し

直
属
店
長
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
行
う
Ｏ
Ｊ
Ｔ
教
育
で

構
成
し
て
い
る
。

図　𠮷野家における正社員登用の仕組み

中級研修Ⅱ

中級研修Ⅰ

初級研修Ⅱ

初級研修Ⅰ
フォローアップ
研修（２日間）

能力試験
（キュービック）
※試験での合否なし

営業部長による
１次面接

事業部長による
２次面接

初級店長
（Ｊ１職）

エリア社員
定型基礎訓練
（３カ月間）

マネジメントフロア

店舗スタッフ
（上級スキル）接客上級＋２０

ピーク
タイム

休日代行
＋４０

デイリー 時間帯代行
＋２０

アイドル
タイム

食材
準備
＋１０

モリカン
＋１０

適性試験（個人特性分析）
エリアマネジャーによる候補者面談
及び店長基礎スキル研修の課題
設定※過去の定期健康診断の受診状況確認も

店長代行
（トライアルキャスト：店長体験）
※最大３カ月間見極め＋５０

エリア社員

フルタイム（年間１９２０時間変形労働時間制）
期間の定めなし

※店長配属の見極め実施
（意欲、人間性、実務能力）

＜キャスト・ランクアップ・システム（ＣＲＳ）＞
中級店長
（Ｊ２職）

キャスト社員
上級店長
（Ｓ１職）
※キー店舗１年契約更新

パートタイム／フルタイム（個別契約）
※週３０時間以上：Ａキャスト、週２０時間以上３０時間未満：Ｂキャスト、
週２～５日・一日３時間から多様な勤務バリエーション：Ｃキャスト

店長基礎スキル研修
（エリア社員定型基礎訓練の３割程度）
※インストラクターによるＯｆｆ-ＪＴ教育
及びＣＲＳに則り店長やＡＭが継続教育

接客中級
＋１０

調理中級
＋２０

接客初級（本契約＝採用時給）

店舗スタッフ
（中級スキル）

店舗スタッフ
（初級スキル）

キッチン

調理上級
＋２０

トレーニー　▲１００

毎月１日登用で随時実施

最
短
半
年

新設

不合格

店長資格試

スペシャリスト

課題未達成 希望取下げ

トライアル申請ＡＭ推薦（部長決裁）

課題未達成、希望取下げ

合格

店長やエリアマネジャー
がエリア社員候補者を発掘

人事総務本部長
決裁で合否判定
（登用2カ月前）


